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五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、突然、

激しい風が吹いて来るような音が天から聞こえ、彼らが座ってい

た家中に響いた。 

使徒言行録 2 章 1-2 節 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原キャンパス） 
 

関西学院宗教センター



 

 
ペンテコステ（聖霊降臨日）を迎えて 
 

村瀬義史 
 

イースター（復活祭）から 50日後に、キリスト教三大祝祭日の一つであるペンテコステ（聖

霊降臨日）がやってきます。今年は 5月 28 日（日）です。 

ペンテコステという言葉は、「50番目」を意味するギリシャ語に由来します。聖書によると、

イエスは復活してから 40日間の活動の後に昇天し、弟子たちのもとを離れてゆきました。しか

しその離別は、逆説的なのですが、イエスが弟子たちのもっと近くで共に生きるようになるため

でした。10日後の、弟子たちに聖霊が降った出来事とそれ以降の歴史が、そのことを示してい

ます。聖霊が与えられることで、彼らは、現にイエスと共に生きているかのように生きる者とな

り、神の愛を伝える使徒として共に立ち上がり、そこに最初の教会が生まれました。このことを

記念し、現在の教会にも同じ聖霊が与えられていることを祝う時がペンテコステです。クリスマ

スやイースターのようには目立ちませんが、キリスト教においては「イエスの復活はこの出来事

に極まる」と言えるほど大切な日です。 

使徒言行録 2章には、聖霊に満たされた弟子たちが突然あらゆる地域の言葉で語りはじめ、そ

の言葉を聞いて、各地から集っていた人々が皆、非常に驚いたと記されています。紀元 1 世紀に

書かれたとされるこの印象的な描写には、最初の弟子たちが伝えたメッセ―ジが言語をはじめ民

族・文化など様々な垣根を超えてあらゆる人々に伝わっていくのだ、という確信や将来への期待

が込められていると思います。 

教会が生まれてから約 2000年が過ぎ、現在、キリスト教は世界で実に多くの人々に共有され

る信仰になっています。聖書は諸言語に翻訳され続けており、点字、手話訳を含めて 724 言語

で聖書全巻が翻訳されています。それらを含め、部分訳など何らかの形で聖書がある言語数は

3589にのぼります（Wycliffe Global Alliance, 2022）。聖書の頒布数は、世界で 1年間に 3 千万

冊を超えています（日本聖書協会）。解釈や表現は実に多様であるものの、キリスト教や聖書の

内容は、この世界を生きる多くの人々にとっての「共通言語」であり、これについての知識は

「世界市民」に必須の教養の一つなのです。 

 ペンテコステを迎え、あらためて、キリスト教のメッセージのグローバルな広がりと長い歴史

に思いをいたすと共に、様々な違いを超えて人間にとって本質的・根本的なものは何なのか、静

かに考える時を持ちたいと思います。 

（総合政策学部宗教主事） 
 



 

チャペルアワー スケジュール 
 

西宮上ケ原キャンパス、西宮聖和キャンパス・・・10:30-11:00 
神戸三田キャンパス・・・10:40-11:10 

 

5/29 月   

  神 ペンテコステ礼拝 中道 基夫（院長） 

  経 ペンテコステを迎えて① 李 相勲（宣教師、経済学部准教授） 

  人 Timothy O. Benedict （宣教師、社会学部准教授） 

  建 松村 茂久（建築学部教授） 

  聖和 聖和短期大学合同礼拝 於：中央講堂(NUC) 

 

30 火   

   神 関西学院ハンドベルクワイアの演奏による音楽礼拝 

  文 Andreas Rusterholz（宗教主事） 

  社 多様を祝う⑤ 森本 郁代（日本語教育センター副長） 

  法 李 相勲(宣教師、経済学部准教授) 

  経 ペンテコステを迎えて② 舟木 讓（宗教主事） 

  商 Christian Triebel（宣教師、学長直属助教） 

  国 ペンテコステをおぼえて① 平林 孝裕（宗教主事） 

  理・工・生環  李 善惠（宣教師、人間福祉学部教授） 

  総 小杉 崇浩（総合政策学部卒業生） 

  教 廣瀬 規代志（日本キリスト教団関西学院教会牧師） 

 

31 水   

  神 「私にとっての 1枚」⑦ 小田部 進一(神学部教授) 

  社 音楽チャペル   聖歌隊 

  法 大宮 有博(宗教主事) 

  商 木原 桂二（宗教主事） 

  人 安田 美予子（人間福祉学部教授） 

  国 ペンテコステをおぼえて② 平林 孝裕（宗教主事） 

  理・工・生環  井上 智（神学部助教・宗教センター宗教主事） 

  教 実習をふりかえって 小島 葉瑠奈（教育学部 3年）  

 

6/ 1 木   

   神 柳澤 田実(神学部准教授) 

  文 Andreas Rusterholz（宗教主事） 

  社 心新たに―コロナ後の出発①  打樋 啓史（宗教主事） 

  法 NPO法人かめのすけ 

  経 経済と人間① 松枝 法道（経済学部教授） 

  商 若林 公美（商学部教授） 

  人 福留 洋平（神学研究科 M2） 

  国 Chapel in English Janette McIntosh（宣教師、国際学部教授） 

  総 平松 燈（総合政策学部教授） 

  聖和 赤木 敏之（関西学院幼稚園園長） 

 

2 金   

  ランバスチャペルアワー 

    「建学の精神」 井上 智（宗教センター宗教主事） 

     於：ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原） ※大学院チャペルはこちらへ合流します 

  神 大宮 有博(法学部宗教主事) 

  文 Chapel in English Andreas Rusterholz（宗教主事） 

  経 経済と人間② 西村 智（経済学部教授） 

  理・工・生環 Timothy O. Benedict（宣教師、社会学部准教授） 



 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
◇ランバス早天祈祷会 毎週金曜日 ８：１０～８：３０  ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原） 
  6 月 2 日（金） 生命環境学部のために    藤原 伸介（生命環境学部長） 

毎週金曜日、各テーマに沿ったお話を聞き、参加者で祈りを捧げています。学生・教職員の方々に 
開かれた祈祷会です。ランバス礼拝堂と Zoom 併用で実施しておりますので、ぜひご参加ください。 
Zoom でご参加希望の教職員・学生の方は、宗教センター（shukyocenter@kwansei.ac.jp)へ 
①メールアドレス②お名前③所属④関学との関係（学生等）をメールでお知らせください。 

 
 

＊＊＊＊＊ 
 

●院長室から発信！ ビデオメッセージ 「風に思う」 配信のご案内 

院長室からのビデオメッセージ「風に思う」の配信をしています。毎回、聖書の言葉 

を取り上げ、それが今を生きる私たちに何を語るか、短くお話しします。キャンパスの 

美しい風景と合わせて、関西学院の中心となる精神に触れてください。 

（月２回程度で更新されます） 

https://ef.kwansei.ac.jp/about/kazeniomou「風に思う」関西学院 院長室からのメッセージ(HP) 

 

●大阪梅田キャンパスチャペル 

阪急大阪梅田駅から徒歩すぐ、アプローズタワー１４階の大阪梅田キャンパス（１４０５教室）では、

大学院授業期間中の月１回木曜日にチャペルアワーを開催します。 

【どなたでもご自由にご参加ください。】 

  ６月８日（木）１７：５０～１８：１０ 井上 智（宗教センター宗教主事） 

 
●ランバスチャペル・ヌーンコンサート 

西宮上ケ原キャンパスの正門を入って右手に見えるチャペル「ランバス記念礼拝堂」では、礼拝はもちろん、

コンサートや式典、講演会、卒業生の結婚式などが行われています。４月から関学を代表する音楽団体によ

る恒例のヌーンコンサートが開かれます。お昼休みのひととき、どうぞ耳を傾けてみてください。 

６月１５日（木）関西学院大学混声合唱団エゴラド  

６月３０日（金）関西学院ハンドベルクワイア 

７月 ６日（木）関西学院聖歌隊 

７月 ７日（金）関西学院バロックアンサンブル 

７月１４日（金）関西学院交響楽団 

いずれも１２時４５分～１３時１５分 

ところ：ランバス記念礼拝堂（西宮上ケ原キャンパス） 

主 催：宗教センター・宗教音楽委員会 

 
●関西学院会館ベーツチャペル日曜礼拝 

 授業期間中の第二・第四日曜日（原則）の午前 10時から関西学院会館ベーツチャペルでは日曜礼拝を

行っております。 

どなたでも（クリスチャンでなくとも）ご参加できますのでどうぞお越しください。 

６月１１日（日）、２５日（日） １０：００～１１：００ 

 

●ＣＤ・ＤＶＤライブラリー利用について 

吉岡記念館事務室宗教センターには、教会音楽、キリスト教に関するＣＤやＤＶＤを備えています。 

本学学生及び教職員（学生証または身分証明書必要）であればどなたでも利用できますので、希望者は

事務室までお越しください。 

 

●使用済み切手収集にご協力ください 

本学では「日本キリスト教海外医療協力会（JOCS）切手部」の活動に協力し、使用済み切手の収集をし

ています。通常切手も対象としていますので、どうぞ吉岡記念館事務室へお届けください。 



 

 郵送でのご送付先：〒662-8501 西宮市上ケ原一番町 1-155 

関西学院吉岡記念館事務室宗教センター宛 

 

●盲導犬育成のためご協力お願いします 

関西学院宗教活動委員会は、目の不自由な方々の社会参加促進を願い、社会福祉法人「日本ライトハウ

ス」の募金活動に協力しています。吉岡記念館事務室はじめ各学部カウンターに募金箱を用意しており

ますので皆様の温かいご協力をお願いいたします。 

 

●「チャペル週報」のバックナンバー(2005年以降)は下記で閲覧できます。 

  URL：https://www.kwansei.ac.jp/about/chapel/weekly/ 
 

関西学院宗教センター 

https://www.kwansei.ac.jp/about/chapel/ 

https://www.kwansei.ac.jp/about/chapel/weekly/
https://www.kwansei.ac.jp/c_christian/index.html

